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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 室 内 空 間 を 換 気 す る た め の 換 気 シ ス テ ム と ；
　 前 記 室 内 空 間 の 汚 染 を 感 知 す る た め の 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー と ；
　 前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 基 準 値 と 最 高 出 力 と を
比 較 し 、 そ の 差 が 設 定 値 よ り も 大 き け れ ば 前 記 基 準 値 を 再 設 定 す る 制 御 部 と を 含 む 換 気 シ
ス テ ム の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー は 、 二 酸 化 炭 素 の 濃 度 を 感 知 す る 二 酸 化 炭 素 感 知 セ ン サ ー で
あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 換 気 シ ス テ ム を 制 御 し て 強 制 的 に 換 気 し て か ら

前 記 基 準 値 再 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 換 気
シ ス テ ム の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 基 準 値 を 格 納 す る メ モ リ を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 メ モ リ は 、 前 記 基 準 値 を 再 設 定 す る に あ た り 、 再 設 定 さ れ た 基 準 値 を 格 納 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 メ モ リ は 、 瞬 時 停 電 に 備 え て 、 格 納 し た 基 準 値 を 保 持 す る た め の 電 気 的 消 去 可 能 ロ
ム （ Ｅ Ｅ Ｐ Ｒ Ｏ Ｍ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 瞬 時 停 電 の 後 に 復 帰 す る 場 合 、 前 記 メ モ リ に 格 納 さ れ た 基 準 値 を 適 用 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記 載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 シ ス テ ム の 初 期 化 運 転 の 後 に 換 気 シ ス テ ム に よ り 強 制 換 気 し て か ら

該 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 作 動 中 の
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前 記 基 準 値 初 期 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ に 記 載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 室 内 空 間 を 換 気 運 転 す る た め の 換 気 シ ス テ ム と 、 前 記 室 内 空 間 の 汚 染 を 感 知 す る た め の
室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー と を 備 え た 換 気 シ ス テ ム の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 シ ス テ ム の 初 期 化 運 転 を 遂 行 し 、
　 該 初 期 化 運 転 を 終 了 す る と 、 前 記 換 気 シ ス テ ム を 用 い て 強 制 換 気 し た 後 に 、 前 記 室 内 汚
染 感 知 セ ン サ ー の 出 力 を 感 知 し 、
　 前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 最 高 出 力 と 基 準 値 と を 比 較 し 、
　 前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 最 高 出 力 と 基 準 値 と の 差 が 設 定 値 よ り も 大 き け れ ば 、 前 記
室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 基 準 値 を 再 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 換 気 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー に よ り 二 酸 化 炭 素 濃 度 を 感 知 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
に 記 載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 二 酸 化 炭 素 濃 度 が 、 換 気 運 転 を 開 始 す る た め に 設 定 し た 換 気 開 始 設 定 値 よ り も 大 き
け れ ば 、 換 気 運 転 を 開 始 し 、 前 記 二 酸 化 炭 素 濃 度 が 、 換 気 運 転 を 終 了 す る た め に 設 定 し た
換 気 終 了 設 定 値 よ り も 小 さ け れ ば 、 換 気 運 転 を 終 了 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 に 記
載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
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前 記 シ ス テ ム 初 期 化 運 転 を 終 え た 後 に 換 気 シ ス テ ム に よ っ て 強 制 換 気 し て か ら 、 前 記 室
内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 最 高 出 力 を 前 記 基 準 値 と し て 初 期 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ １ に 記 載 の 換 気 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。

室 内 空 間 を 換 気 す る た め の 換 気 シ ス テ ム と ；
前 記 室 内 空 間 の 汚 染 を 感 知 す る た め の 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー と ；
前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 作 動 中 の 最 高 出 力 が 該 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 基 準 値 よ り

も 大 き い 場 合 、 前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 最 高 出 力 を 前 記 基 準 値 と し て 再 設 定 す る 制 御
部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 換 気 シ ス テ ム の 制 御 装 置 。

室 内 空 間 を 換 気 運 転 す る た め の 換 気 シ ス テ ム と 、 前 記 室 内 空 間 の 汚 染 を 感 知 す る た め の
室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー と を 備 え た 換 気 シ ス テ ム の 制 御 方 法 で あ っ て 、

シ ス テ ム の 初 期 化 運 転 を 遂 行 し 、
該 初 期 化 運 転 を 終 え た 場 合 、 前 記 換 気 シ ス テ ム を 用 い て 強 制 換 気 し た 後 に 、 前 記 室 内 汚

染 感 知 セ ン サ ー の 出 力 を 感 知 し 、
前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 最 高 出 力 と 基 準 値 と を 比 較 し 、
前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 作 動 中 の 最 高 出 力 が 該 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 基 準 値 よ り

も 大 き け れ ば 、 前 記 室 内 汚 染 感 知 セ ン サ ー の 最 高 出 力 を 前 記 基 準 値 と し て 再 設 定 す る こ と
を 特 徴 と す る 換 気 シ ス テ ム の 制 御 方 法 。
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